外来・通所チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	


2024年9月18日（水）　　　　　　　　　　　　　司会・記録：蕨野　主 

	松村
	斎藤
	蕨野
	西舘
	藤田
	佐々木（結）
	大井

	○
	業務
	◯
	業務
	業務
	◯
	業務


· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞
・疾患別診療計画書2024年4月分・7月分の作成・アップロードを各自進めて下さい。
・新規利用開始後の評価/目標設定の仕組み、指示箋更新、下駄箱の管理等を整理していく。

・長期間欠席している利用者様に対して、状況確認を行ってください。
・青陽館便り等で大量に郵便を出す場合、以下の手順で依頼してください。

①郵便物の準備

②①の部数を確認しメモする

③郵便内容物（封筒に入れたもの）を1部準備（郵便局へ提出するため）

④①と②のメモ、③を経理へ持参

⑤経理で、①に「料金後納」のスタンプを押す（スタンプは経理にあります）

⑥経理で郵便局へ集荷依頼をする

※⑤まで郵便を出される方に行って頂き、経理では集荷依頼のみ致します。

・HPへの記事掲載依頼について

今後WIZメールにて掲載依頼する際には、TO：北向（情報システム管理委員会）委員長　CC：宮崎TOLで依頼メール送信してください。

・2月26日から新たに、インシデントレポート（レベル0）を手書きにて提出となります。発生時には記載し提出お願いします。書式は事故報告のフォルダに保管しています。
・第5回 院内研修実施について
　日時：9/17(火)、9/18(水) 17：15～　場所：メンタルケア病棟3階 会議室
　テーマ：「接遇・クレーム対応について」　講師：サービス向上委員会 佐々木孝委員長

＜利用者様情報＞
デイケア
・佐藤　みゆき様～（体験利用）ID8473　71歳　女性 アルコール依存症 主治医：小栁Dr本日ご家族付き添いにて、体験利用実施。作業療法や運動療法に取り組んでおり、積極的に活動に参加。周囲に合わせて活動する事で活動ペースが速いことを気にかけているが、個別に合わせた対応も可能である事を伝えると早期に利用開始を希望。送迎を利用しながら9/25（水）からの利用開始を希望しており、本日自立支援医療の手続きも行っている。
・工藤　あゆみ様～（利用開始）ID8619  42歳女性 軽度知的障害 主治医：柞木田Dr
B型就労施設「オアシス」を利用していたが、朝食後薬の服用忘れが度々見られる事や、送迎時間が長い事で体調を崩す事も多く就労内容も自身に合わなかったことから9/5（木）で利用終了。日中活動としてデイケア利用したいと希望あり、当院相談員同行でR6.9.6見学実施、翌週の9.11に体験利用実施している。生活リズムの乱れ防止、体力作りを目的として挙げられており本日9.18（水）から週1回（水）でデイケア・ショートケア利用開始となる。
・切明畑 優幸様～（体験利用）ID8363　　47歳　男性　統合失調症　　主治医：金Dr
本日3回目の体験利用実施。プログラムに参加中には他者とのコミュニケーションが図れており、徐々に緊張せずに交流を図れるようになりたいと話されている。パソコン等の習得も行いたいと希望があり、スタッフへ相談しながらタイピングの練習を実施。現在就労も行っている為、頻回な利用は出来ないが外来受診に合わせた利用希望あり。10/2（水）から2週/回での利用開始の予定となる。
ショートケア
特記する利用者様はおりません。
デイナイトケア

・山下 拓也様～青風荘からの情報提供によると今朝、ホール奥にて特定女性他利用者様の大腿部をさすっている場面があり注意・指導を行ったとの事である。本日来所後は特定女性両者様に近付くことはなく、同じテーブルの男性利用者様と交流している。その後、座学プログラムで他の利用者様が話していることに対して「話がしつこいんだよ！」と易怒的になっている。スタッフが声を掛けるが険しい顔つきであり、そっぽを向いている。プログラム終了後は穏やかに過ごしている。
青風荘利用者様カンファレンス
青風荘入居者様 事例検討会 資料

　　　　　　　　　　　　　　　　実施日：2024年9月18日（水）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資料作成者：佐々木 結南(管理栄養士)
検討内容　これまでの経過の把握と今後のケアの方向性の検討・共有

	氏名
	松田 健様
	性別
	男
	年齢
	57
	生年月日
	S41年12月29日

	主病名
	アルコール依存症
	合併症
	躁うつ病、不眠症、糖尿病、
アルコール性肝炎

	治療方針

	①基本的生活習慣の習得　②身体機能の維持・向上
③対人関係の改善　④作業能力・持続性の向上
⑤病識を身につける　⑥社会資源の利用　⑦就労に向けた準備

	本人希望
	自分ができることを少しずつ増やして、生活に慣れて生きたい。

	入院歴
	計1回（青南病院　：R4年11月15日～R5年7月26日）

	通所歴
	1回目　　デイナイトケア：R6年7月26日～現在

	その他サービス利用
	R6年7月26日～青風荘入居
特定相談：

	住居：青風荘
	家族構成：主援助者　



	利用制度
	障害支援区分
区分2
	
	自立支援医療　（上限額0円　五福）、



	［現病歴・生活歴］
八戸市出身。3人同胞中第一子。八戸商業高校卒業後、40歳頃まで水道工事会社に従事。その後、鋳物製造会社に作業員として従事。両親、妻、娘2人と暮らしていたが、H27年に離婚。離婚後は元妻、娘とは疎遠。離婚後は、両親と弟と生活。
R3年に父が死去し、母も特別養護老人ホームへ入所。父が死去し、気落ちしていた頃に弟に色々言われノイローゼになった。会社も休みがちとなり、R4年2月頃に解雇。弟とも元々折り合いが悪かったこともあり、弟も家を出た為単身生活となった。
退職後は、退職金約100万円を元に生活していたが飲食代金等にほとんど消費し、公共料金と滞納。過去の住宅ローンや銀行借り入れの他、若い頃のギャンブルによる消費者金融の借金が約500万円あった。借金の督促を恐れ自宅に引きこもり、他人に合わないからと身だしなみを整えずに1年程過ごしていた。お金があるうちは、憂鬱感や不眠を理由に1日中飲酒や喫煙をしていた。R4年5月5日八戸市内のコンビニでタバコ2箱を窃盗している。動機について、生活資金としていた退職金も殆ど消費し、金銭的にも窮している状態の為、犯行に及んだとのこと。不起訴となり、検察庁から地域定着支援センターへ支援の依頼があり、センターが介入開始。フードバンクや助け合い資金などの支援を受けている。無職であり金銭面の困窮や、日中の活動がない事、アルコール飲酒が持続すること、再犯の恐れがあることも懸念される。R4年11月15日青南病院へ任意入院となる。その後、関係機関で退院調整を行い、退院後は拘置所で労役を40日間行い、出所後は青山荘入所の見通しが立ったため、R5年7月26日同院退院し、検察庁職員の迎えにて拘置所へ入所。9月4日出所し、同日青山荘入所。R6年7月25日青山荘退所、同日青風荘入所。青風荘入所に伴い、青陽館デイナイトケア利用開始となる。


【目標・治療計画】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状悪化なく、安定した生活を送る。
	①身体機能の維持・改善を図る。
	①各プログラム、休むことなく取り組むことができる。
	①運動療法を通じて心身機能の維持向上を図ると共に、他利用者様とのコミュニケーションの場となるように介入していく。

	
	②体調悪化時や問題があった際に自主的にスタッフに相談することができる。
	②体調の変化や問題点、不平不満があった際には自らスタッフに話せるようになり、対処出来るようになる。
	②疾病に対する知識を深め、自身の状態について理解し、適時適切に相談できるよう声掛けを行う。


【青陽館での様子について】
・各プログラム時間を見ながら休まず取り組むことができている。

・作業療法：主に読書に取り組んでいる。青陽館にある本の貸し出しも行っており

余暇時間読書している様子見られている。

・運動療法：ラジオ体操は動き小さめ、時折ぼんやりしている事がある。

　　　　　　レクダンス・太極舞・歌謡フラダンスは取り組み良好。

・他者交流：話しかけられると穏やかに返答している。不機嫌さ、トラブル等ない。

・食事の後片付けの際、椅子やテーブルの後片付けに参加している。

　食器の片付けの方も「（取り組んでいる利用者様が）忙しそうで、大変そうにしているから手伝って行けたらいいな。」との事。

・青風荘の利用者様の顔と名前を全員分覚えることができたため、当番等の日課を少しずつ増やしていきたいとのこと。

